
(57)【要約】

【課題】　騒音及び圧力脈動を確実に低減する。

【解決手段】　ルーツ式ブロワにおいて、ケーシング１

３内周面の吐出口１１両側に、吐出口１１につながった

圧力室とこの圧力室よりも進行方向後側の圧力室とを連

通させる５つの溝３９ａ～３９ｅをそれぞれ吐出口１１

に連続するように形成する。５つの溝３９ａ～３９ｅの

長さＬ１～Ｌ５をそれぞれ異ならせる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 吸 込 口 及 び 吐 出 口 が 形 成 さ れ た ケ ー シ ン グ と 、 こ の ケ ー シ ン グ 内 に 収 容 さ れ 複 数 の 葉 片
を 有 す る 一 対 の ロ ー タ と を 備 え 、 こ れ ら 一 対 の ロ ー タ を 各 々 の 葉 片 が 噛 み 合 う よ う に 互 い
に 反 対 方 向 に 同 期 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 上 記 吸 込 口 側 か ら 吐 出 口 側 に 移 動 す る 複 数 の 圧
力 室 を 区 画 形 成 し な が ら 流 体 を 吸 込 口 か ら ケ ー シ ン グ 内 に 吸 い 込 ん で 吐 出 口 か ら 吐 出 す る
ル ー ツ 式 流 体 機 械 で あ っ て 、
　 上 記 ケ ー シ ン グ 内 周 面 の 吐 出 口 両 側 に は 、 吐 出 口 に つ な が っ た 圧 力 室 と こ の 圧 力 室 よ り
も 進 行 方 向 後 側 の 圧 力 室 と を 連 通 さ せ る 複 数 の 溝 が そ れ ぞ れ 吐 出 口 に 連 続 す る よ う に 形 成
さ れ 、 当 該 複 数 の 溝 の う ち 少 な く と も 一 部 は 他 の 溝 と 長 さ が 異 な っ て い る こ と を 特 徴 と す
る ル ー ツ 式 流 体 機 械 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の ル ー ツ 式 流 体 機 械 に お い て 、
　 ロ ー タ は 葉 片 を ３ つ 有 す る ３ 葉 タ イ プ で あ り 、
　 溝 の 長 さ は 、 上 記 ロ ー タ の 回 転 中 心 と 吐 出 口 の 開 口 端 縁 と を 結 ぶ 直 線 に 対 し て ロ ー タ の
回 転 中 心 か ら の 角 度 が １ ０ ° 以 上 ６ ０ ° 以 下 の 領 域 に 収 ま る よ う に 設 定 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る ル ー ツ 式 流 体 機 械 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の ル ー ツ 式 流 体 機 械 に お い て 、
　 最 大 角 度 と 最 小 角 度 と の 角 度 差 が ２ ５ ° を 超 え て い る こ と を 特 徴 と す る ル ー ツ 式 流 体 機
械 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ル ー ツ 式 流 体 機 械 に お い て 、
　 溝 の 幅 は 吐 出 口 に 近 づ く に 従 っ て 次 第 に 広 く な っ て い る こ と を 特 徴 と す る ル ー ツ 式 流 体
機 械 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ル ー ツ 式 流 体 機 械 に お い て 、
　 溝 の 深 さ は 吐 出 口 に 近 づ く に 従 っ て 次 第 に 深 く な っ て い る こ と を 特 徴 と す る ル ー ツ 式 流
体 機 械 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 ル ー ツ 式 流 体 機 械 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 ル ー ツ 式 ブ ロ ワ や ル ー ツ 式 真 空 ポ ン プ 等 に 代 表 さ れ る ル ー ツ 式 流 体 機 械 は 、
水 処 理 や 空 気 輸 送 等 、 様 々 な 産 業 分 野 で 利 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ル ー ツ 式 流 体 機 械 で は 、 複 数 の 葉 片 を 有 す る ロ ー タ を 密 閉 型 の ケ ー シ ン グ 内 で 各 々 の 葉
片 が 噛 み 合 う よ う に 互 い に 反 対 方 向 に 同 期 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 葉 片 と ケ ー シ ン グ 内 周
面 と に よ っ て 区 画 形 成 さ れ た 複 数 の 圧 力 室 が 吸 込 口 側 か ら 吐 出 口 側 へ と 移 動 す る 。 そ し て
、 吸 込 口 か ら 圧 力 室 に 吸 い 込 ま れ た 流 体 は 、 圧 力 室 の 移 動 と 共 に 吐 出 口 側 へ 搬 送 さ れ 、 吐
出 口 か ら 吐 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 吐 出 口 側 は 高 圧 で あ る の に 対 し 吸 込 口 側 は 低 圧 で あ り 、 圧 力 室 の 圧 力 は 、 当
該 圧 力 室 が 吐 出 口 と つ な が る ま で は 低 圧 の ま ま で あ る 。 一 方 、 移 動 し て き た 圧 力 室 が 吐 出
口 と つ な が る 瞬 間 に は 、 吐 出 口 側 の 高 圧 と 圧 力 室 の 低 圧 と の 間 で 大 き な 圧 力 差 が 生 じ 、 吐
出 口 か ら 圧 力 室 に 向 か っ て 高 圧 の 流 体 が 急 激 に 逆 流 す る 。 こ の た め 、 従 来 の ル ー ツ 式 流 体
機 械 で は 、 上 記 逆 流 が 原 因 と な っ て 大 き な 騒 音 が 発 生 し て い た 。 ま た 、 圧 力 脈 動 が 生 じ 、
運 転 の 不 安 定 化 を 招 く お そ れ が あ っ た 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 こ の よ う な 高 圧 流 体 の 逆 流 を 抑 制 す る こ と に よ っ て 低 騒 音 化 や 圧 力 脈 動 の 低 減
を 図 る 技 術 が 提 案 さ れ て い る 。 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 ケ ー シ ン グ 内 周 面 に 、 吐 出 口 に
つ な が る 前 の 圧 力 室 を 吐 出 口 側 と 連 通 さ せ る 溝 を 複 数 設 け た ル ー ツ 式 流 体 機 械 が 開 示 さ れ
て い る 。 こ の ル ー ツ 式 流 体 機 械 で は 、 吐 出 口 に つ な が る 前 の 圧 力 室 に 上 記 各 溝 を 通 じ て 吐
出 口 側 の 高 圧 流 体 が 徐 々 に 流 れ 込 む た め 、 上 記 圧 力 室 が 吐 出 口 と つ な が る 瞬 間 に は 、 吐 出
口 側 と 上 記 圧 力 室 と の 圧 力 差 が あ る 程 度 緩 和 さ れ 、 急 激 な 高 圧 流 体 の 逆 流 の 発 生 が 防 止 さ
れ て 低 騒 音 化 や 圧 力 脈 動 の 抑 制 を 図 る よ う に し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ８ ２ ３ ７ ０ 号 公 報 （ 第 ４ 頁 、 図 ８ 及 び 図 ９ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 特 許 文 献 １ で は 、 吐 出 口 側 と 隣 の 圧 力 室 と の 圧 力 差 が あ る 程 度 緩 和 さ れ る と は
い っ て も 、 複 数 の 溝 が 全 て 同 じ 長 さ に 設 定 さ れ て い る た め 、 吐 出 口 に つ な が る 前 の 圧 力 室
に 吐 出 口 側 の 高 圧 流 体 が 一 斉 に 流 れ 込 み 、 圧 力 室 に 生 ず る 圧 力 変 動 が 大 き く な っ て 低 騒 音
化 や 圧 力 脈 動 の 抑 制 を 十 分 に は 図 る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 は か か る 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 騒 音 及 び
圧 力 脈 動 を 確 実 に 低 減 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 こ の 発 明 は 、 溝 の 長 さ を 工 夫 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 具 体 的 に は 、 こ の 発 明 は 、 吸 込 口 及 び 吐 出 口 が 形 成 さ れ た ケ ー シ ン グ と 、 こ の ケ ー シ ン
グ 内 に 収 容 さ れ 複 数 の 葉 片 を 有 す る 一 対 の ロ ー タ と を 備 え 、 こ れ ら 一 対 の ロ ー タ を 各 々 の
葉 片 が 噛 み 合 う よ う に 互 い に 反 対 方 向 に 同 期 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 上 記 吸 込 口 側 か ら 吐
出 口 側 に 移 動 す る 複 数 の 圧 力 室 を 区 画 形 成 し な が ら 流 体 を 吸 込 口 か ら ケ ー シ ン グ 内 に 吸 い
込 ん で 吐 出 口 か ら 吐 出 す る ル ー ツ 式 流 体 機 械 を 対 象 と し 、 次 の よ う な 解 決 手 段 を 講 じ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 す な わ ち 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 上 記 ケ ー シ ン グ 内 周 面 の 吐 出 口 両 側 に は 、 吐 出 口
に つ な が っ た 圧 力 室 と こ の 圧 力 室 よ り も 進 行 方 向 後 側 の 圧 力 室 と を 連 通 さ せ る 複 数 の 溝 が
そ れ ぞ れ 吐 出 口 に 連 続 す る よ う に 形 成 さ れ 、 当 該 複 数 の 溝 の う ち 少 な く と も 一 部 は 他 の 溝
と 長 さ が 異 な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 ロ ー タ は 葉 片 を ３ つ 有 す る
３ 葉 タ イ プ で あ り 、 溝 の 長 さ は 、 上 記 ロ ー タ の 回 転 中 心 と 吐 出 口 の 開 口 端 縁 と を 結 ぶ 直 線
に 対 し て ロ ー タ の 回 転 中 心 か ら の 角 度 が １ ０ ° 以 上 ６ ０ ° 以 下 の 領 域 に 収 ま る よ う に 設 定
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 最 大 角 度 と 最 小 角 度 と の 角
度 差 が ２ ５ ° を 超 え て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 発 明 に お い て 、 溝 の
幅 は 吐 出 口 に 近 づ く に 従 っ て 次 第 に 広 く な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 発 明 に お い て 、 溝 の
深 さ は 吐 出 口 に 近 づ く に 従 っ て 次 第 に 深 く な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 吐 出 口 側 に 移 動 し て い る 圧 力 室 は 、 長 さ の 異 な る 溝 を 介 し て 段 階 的
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に 吐 出 口 と 連 通 す る の で 、 吐 出 口 側 の 高 圧 の 流 体 が 各 溝 を 通 じ て 徐 々 に し か も 段 階 的 に 流
入 し 、 吐 出 口 側 へ の 移 動 に 伴 っ て 圧 力 室 の 圧 力 が 徐 々 に し か も 段 階 的 に 上 昇 し 、 上 記 圧 力
室 が 吐 出 口 と つ な が る 瞬 間 に は 、 既 に 吐 出 口 側 と の 圧 力 差 が 大 き く 緩 和 さ れ て い て 、 吐 出
口 側 の 圧 力 室 か ら 進 行 方 向 後 側 の 圧 力 室 に 向 か う 流 体 の 逆 流 速 度 を 小 さ く 抑 え る こ と が で
き る 。 し た が っ て 、 騒 音 及 び 圧 力 脈 動 を 確 実 に 低 減 す る こ と が で き る 。 特 に 、 請 求 項 ２ ，
３ で は 、 ロ ー タ が ３ 葉 タ イ プ で あ る 場 合 に 上 述 の 如 き 効 果 を 実 現 す る こ と が で き る 。 請 求
項 ４ ， ５ で は 、 吐 出 口 側 の 圧 力 室 か ら 進 行 方 向 後 側 の 圧 力 室 に 向 か う 流 体 の 逆 流 速 度 を さ
ら に 小 さ く 抑 え る こ と が で き る の で 、 騒 音 及 び 圧 力 脈 動 の 低 減 効 果 を 高 め る こ と が で き る
。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ ～ ４ は こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る ル ー ツ 式 流 体 機 械 と し て の ル ー ツ 式 ブ ロ ワ を 示
す 。 図 ２ ～ ４ 中 、 １ は ベ ー ス で あ り 、 こ の ベ ー ス １ 上 に は ブ ロ ワ 本 体 ３ が 設 置 さ れ 、 ブ ロ
ワ 本 体 ３ の 隣 に は モ ー タ ５ が 据 付 台 ７ を 介 し て 設 置 さ れ て い る 。 上 記 ブ ロ ワ 本 体 ３ は 上 端
に 吸 込 口 ９ が 下 端 に 吐 出 口 １ １ が そ れ ぞ れ 形 成 さ れ た 密 閉 型 の ケ ー シ ン グ １ ３ を 備 え 、 ケ
ー シ ン グ １ ３ 内 に は 、 一 対 の ロ ー タ １ ５ ， １ ７ （ 以 下 、 駆 動 ロ ー タ １ ５ 及 び 従 動 ロ ー タ １
７ と い う ） が 水 平 に 並 ん で 収 容 さ れ て い る 。 こ れ ら 駆 動 ロ ー タ １ ５ 及 び 従 動 ロ ー タ １ ７ は
共 に 葉 片 １ ５ ａ ， １ ７ ａ を ３ つ ず つ 有 す る ３ 葉 タ イ プ で あ り 、 両 端 に 軸 部 １ ５ ｂ ， １ ７ ｂ
が そ れ ぞ れ 一 体 に 突 設 さ れ て い る 。 な お 、 葉 片 １ ５ ａ ， １ ７ ａ の 数 は ３ つ に 限 定 さ れ る も
の で は な く 、 ２ つ 又 は ４ つ 以 上 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 軸 部 １ ５ ｂ ， １ ７ ｂ は 上 記 ケ ー シ ン グ １ ３ の 側 壁 １ ３ ａ ， １ ３ ｂ を 貫 通 し 、 駆 動 ロ
ー タ １ ５ 及 び 従 動 ロ ー タ １ ７ は 、 ケ ー シ ン グ １ ３ の 側 壁 １ ３ ａ ， １ ３ ｂ を 軸 受 プ レ ー ト と
し て 該 側 壁 １ ３ ａ ， １ ３ ｂ と 軸 部 １ ５ ｂ ， １ ７ ｂ と の 間 に 介 装 さ れ た 軸 受 １ ９ で ケ ー シ ン
グ １ ３ に 回 転 自 在 に 軸 支 さ れ 、 各 々 の 葉 片 １ ５ ａ ， １ ７ ａ が 互 い に 非 接 触 状 態 で 噛 み 合 わ
さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 駆 動 ロ ー タ １ ５ 及 び 従 動 ロ ー タ １ ７ の 各 々 の 一 方 の 軸 部 １ ５ ｂ ， １ ７ ｂ に は ギ ヤ ２
１ が 固 定 さ れ 、 こ の 両 ギ ヤ ２ １ は 互 い に 噛 合 し て い る 。 上 記 ケ ー シ ン グ １ ３ の 一 方 の 側 壁
１ ３ ａ に は ギ ヤ ケ ー ス ２ ３ が 接 合 さ れ 、 ギ ヤ ケ ー ス ２ ３ と 側 壁 １ ３ ａ と の 間 に オ イ ル 室 ２
５ が 形 成 さ れ 、 こ の オ イ ル 室 ２ ５ に 上 記 両 ギ ヤ ２ １ が オ イ ル に 晒 さ れ る よ う に 収 容 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 ケ ー シ ン グ １ ３ の 他 方 の 側 壁 １ ３ ｂ に は 軸 受 カ バ ー ２ ７ が 接 合 さ れ 、 駆 動 ロ ー タ １
５ の 他 方 （ 反 ギ ヤ 側 ） の 軸 部 １ ５ ｂ が 軸 受 カ バ ー ２ ７ か ら 外 部 に 突 出 し 、 こ の 軸 部 １ ５ ｂ
の 突 出 端 部 に 従 動 プ ー リ ２ ９ が 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 一 方 、 上 記 モ ー タ ５ の 出 力 軸 ５ ａ に は 駆 動 プ ー リ ３ １ が 固 定 さ れ 、 こ の 駆 動 プ ー リ ３ １
及 び 上 記 従 動 プ ー リ ２ ９ に は エ ン ド レ ス ベ ル ト ３ ３ が 巻 き 付 け ら れ て い る 。 そ し て 、 上 記
モ ー タ ５ の 回 転 力 を 駆 動 プ ー リ ３ １ 、 エ ン ド レ ス ベ ル ト ３ ３ 及 び 従 動 プ ー リ ２ ９ を 介 し て
軸 部 １ ５ ｂ に 伝 達 し て 駆 動 ロ ー タ １ ５ を 回 転 さ せ 、 こ の 回 転 力 を 従 動 ロ ー タ １ ７ に 両 ギ ヤ
２ １ を 介 し て 伝 達 し 、 駆 動 ロ ー タ １ ５ 及 び 従 動 ロ ー タ １ ７ を 各 々 の 葉 片 １ ５ ａ ， １ ７ ａ が
噛 み 合 う よ う に 互 い に 反 対 方 向 に 同 期 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 上 記 吸 込 口 ９ 側 か ら 吐 出 口
１ １ 側 に 移 動 す る 複 数 の 圧 力 室 Ｒ １ ～ Ｒ ４ を 区 画 形 成 し な が ら 流 体 と し て の エ ア を 吸 込 口
９ か ら 上 記 ケ ー シ ン グ １ ３ 内 に 吸 い 込 ん で 吐 出 口 １ １ か ら 吐 出 す る よ う に な っ て い る 。 具
体 的 に は 、 吸 込 口 ９ と つ な が っ た 圧 力 室 Ｒ １ は 、 駆 動 ロ ー タ １ ５ 及 び 従 動 ロ ー タ １ ７ が 回
転 す る に 従 っ て 、 各 々 の 葉 片 １ ５ ａ ， １ ７ ａ と ケ ー シ ン グ １ ３ 内 周 面 と に よ っ て 密 閉 さ れ
た 圧 力 室 Ｒ ２ ， Ｒ ３ と な り 、 そ の 後 、 吐 出 口 １ １ と つ な が っ た 圧 力 室 Ｒ ４ と な る 。 こ の よ
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う に 圧 力 室 が 移 動 す る こ と に よ り 、 吸 込 口 ９ か ら 吸 い 込 ま れ た エ ア が 搬 送 さ れ 、 吐 出 口 １
１ か ら 吹 き 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ４ 中 、 ３ ５ は 上 記 ケ ー シ ン グ １ ３ の 吸 込 口 ９ に 上 方 突 設 さ れ た 円 筒 形 状 の サ イ レ ン サ
で あ り 、 こ の サ イ レ ン サ ３ ５ 上 端 に は リ ン グ 状 の エ ア フ ィ ル タ （ 図 示 せ ず ） が 取 り 付 け ら
れ 、 エ ア を 吸 込 口 ９ に 導 入 す る 過 程 で 消 音 及 び 浄 化 す る よ う に し て い る 。 ３ ７ は 駆 動 プ ー
リ ３ １ 、 従 動 プ ー リ ２ ９ 及 び エ ン ド レ ス ベ ル ト ３ ３ を 上 方 か ら 覆 う ベ ル ト カ バ ー で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 発 明 の 特 徴 と し て 、 図 １ に 拡 大 し て 示 す よ う に 、 上 記 吐 出 口 １ １ の ケ ー シ ン グ １ ３
接 続 部 は 矩 形 状 を な し 、 ケ ー シ ン グ １ ３ 内 周 面 の 吐 出 口 １ １ 両 側 に は 、 ５ つ の 直 線 状 の 溝
３ ９ ａ ～ ３ ９ ｅ が そ れ ぞ れ 吐 出 口 １ １ に 連 続 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 こ れ ら 溝 ３ ９ ａ
～ ３ ９ ｅ は 、 図 １ で 真 ん 中 の 溝 ３ ９ ａ が 一 番 長 く 、 そ の 左 隣 、 右 隣 と 交 互 に 短 く な っ て い
て 、 全 て の 溝 ３ ９ ａ ～ ３ ９ ｅ の 長 さ Ｌ １ ～ Ｌ ５ が 異 な っ て い る が 、 こ れ に 限 ら ず 、 当 該 ５
つ の 溝 ３ ９ ａ ～ ３ ９ ｅ の う ち 少 な く と も 一 部 が 他 の 溝 と 長 さ が 異 な っ て い れ ば よ い 。 例 え
ば 溝 ３ ９ ｂ と 溝 ３ ９ ｃ と が 同 じ 長 さ で あ っ て も よ い 。 溝 の 数 も ５ つ に 限 ら な い 。 さ ら に 、
溝 ３ ９ ａ ～ ３ ９ ｅ は 直 線 状 以 外 に ジ グ ザ グ 状 の 溝 や ヘ リ カ ル 状 の 溝 で あ っ て も よ い 。 そ し
て 、 こ れ ら 溝 ３ ９ ａ ～ ３ ９ ｅ に よ り 、 吐 出 口 １ １ に つ な が っ た 圧 力 室 Ｒ ４ と こ の 圧 力 室 Ｒ
４ よ り も 進 行 方 向 後 側 （ 吸 込 口 ９ に つ な が る 前 ） の 圧 力 室 Ｒ ２ ， Ｒ ３ と を 連 通 さ せ る よ う
に な っ て い る 。 ま た 、 上 記 溝 ３ ９ ａ ～ ３ ９ ｅ の 長 さ Ｌ １ ～ Ｌ ５ は 、 上 記 駆 動 ロ ー タ １ ５ 及
び 従 動 ロ ー タ １ ７ の 回 転 中 心 Ｏ と 吐 出 口 １ １ の 開 口 端 縁 と を 結 ぶ 直 線 に 対 し て 駆 動 ロ ー タ
１ ５ 及 び 従 動 ロ ー タ １ ７ の 回 転 中 心 Ｏ か ら の 角 度 が １ ０ ° 以 上 ６ ０ ° 以 下 の 領 域 に 収 ま る
よ う に 設 定 さ れ て い る 。 ま た 、 上 記 角 度 の 最 大 角 度 α １ （ 溝 ３ ９ ａ ） と 最 小 角 度 α ２ （ 溝
３ ９ ｅ ） と の 角 度 差 が ２ ５ ° を 超 え て い る も の と す る 。 さ ら に 、 溝 ３ ９ ａ ～ ３ ９ ｅ の 幅 Ｗ
は 吐 出 口 １ １ に 近 づ く に 従 っ て 次 第 に 広 く な っ て い る と と も に 、 溝 ３ ９ ａ ～ ３ ９ ｅ の 深 さ
Ｄ は 吐 出 口 １ １ に 近 づ く に 従 っ て 次 第 に 深 く な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 こ の よ う に 構 成 さ れ た ル ー ツ 式 ブ ロ ワ で は 、 駆 動 ロ ー タ １ ５ 及 び 従 動 ロ ー タ １ ７
が 回 転 す る と 、 吸 込 口 ９ か ら エ ア が 吸 い 込 ま れ る 。 そ し て 、 吸 い 込 ま れ た エ ア は 、 吸 込 口
９ と つ な が っ た 圧 力 室 （ 図 ２ の 圧 力 室 Ｒ １ ） に 流 入 す る 。 次 に 、 駆 動 ロ ー タ １ ５ 及 び 従 動
ロ ー タ １ ７ の 回 転 方 向 後 側 の 葉 片 １ ５ ａ ， １ ７ ａ の 先 端 部 が 吸 込 口 ９ を 通 過 す る と 、 上 記
圧 力 室 は 密 閉 さ れ る 。 す な わ ち 、 上 記 圧 力 室 は 、 回 転 方 向 の 前 側 の 葉 片 １ ５ ａ ， １ ７ ａ と
後 側 の 葉 片 １ ５ ａ ， １ ７ ａ と ケ ー シ ン グ １ ３ 内 周 面 と に よ り 区 画 形 成 さ れ た 密 閉 圧 力 室 （
図 ２ の 圧 力 室 Ｒ ２ ， Ｒ ３ ） と な る 。 そ の 後 、 上 記 圧 力 室 Ｒ ２ ， Ｒ ３ の 前 側 の 葉 片 １ ５ ａ ，
１ ７ ａ が 溝 ３ ９ ａ ～ ３ ９ ｅ の 先 頭 部 分 を 通 過 す る と 、 上 記 圧 力 室 Ｒ ２ ， Ｒ ３ は 、 溝 ３ ９ ａ
～ ３ ９ ｅ を 介 し て 吐 出 口 １ １ 側 の 圧 力 室 Ｒ ４ と 連 通 す る 。 そ の 結 果 、 溝 ３ ９ ａ ～ ３ ９ ｅ を
通 じ て 吸 込 口 ９ 側 の 圧 力 室 Ｒ ４ か ら 上 記 圧 力 室 Ｒ ２ ， Ｒ ３ に 高 圧 エ ア が 徐 々 に し か も 段 階
的 に 導 入 さ れ る 。 そ の 後 、 前 側 の 葉 片 １ ５ ａ ， １ ７ ａ が 吐 出 口 １ １ を 通 過 し 、 上 記 圧 力 室
は 吐 出 口 １ １ と つ な が っ た 状 態 の 圧 力 室 Ｒ ４ と な り 、 駆 動 ロ ー タ １ ５ 及 び 従 動 ロ ー タ １ ７
の 回 転 に 伴 っ て 圧 力 室 Ｒ ４ の 容 積 が 減 少 し て い く 。 そ の 結 果 、 上 記 圧 力 室 Ｒ ４ 内 の エ ア は
吐 出 口 １ １ か ら 吐 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う に 、 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 圧 力 室 に は 吐 出 口 １ １ と つ な が る 前 か ら 長 さ の 異 な
る 溝 ３ ９ ａ ～ ３ ９ ｅ を 通 じ て 高 圧 エ ア が 徐 々 に し か も 段 階 的 に 導 入 さ れ る 。 こ の た め 、 吐
出 口 １ １ 側 と の 圧 力 差 が 大 き く 緩 和 さ れ 、 吐 出 口 １ １ 側 の 圧 力 室 か ら 進 行 方 向 後 側 の 圧 力
室 に 向 か う エ ア の 逆 流 速 度 を 小 さ く 抑 え る こ と が で き 、 吐 出 口 １ １ と つ な が っ た 瞬 間 の 圧
力 室 へ の 急 激 な 高 圧 エ ア の 逆 流 が 確 実 に 抑 制 さ れ る 。 し た が っ て 、 高 圧 エ ア の 逆 流 に 起 因
す る 騒 音 及 び 圧 力 脈 動 の 発 生 を 効 果 的 に 抑 制 す る こ と が で き る 。 こ の 効 果 は 、 溝 ３ ９ ａ ～
３ ９ ｅ の 長 さ Ｌ １ ～ Ｌ ５ が 異 な る こ と に 加 え て 、 溝 ３ ９ ａ ～ ３ ９ ｅ の 長 さ Ｌ １ ～ Ｌ ５ が 駆
動 ロ ー タ １ ５ 及 び 従 動 ロ ー タ １ ７ の 回 転 中 心 Ｏ と 吐 出 口 １ １ の 開 口 端 縁 と を 結 ぶ 直 線 に 対
し て 駆 動 ロ ー タ １ ５ 及 び 従 動 ロ ー タ １ ７ の 回 転 中 心 Ｏ か ら の 角 度 が １ ０ ° 以 上 ６ ０ ° 以 下
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の 領 域 に 収 ま る よ う に 設 定 さ れ て い る こ と と 、 上 記 角 度 の 最 大 角 度 α １ と 最 小 角 度 α ２ と
の 角 度 差 が ２ ５ ° を 超 え て い る こ と と に よ っ て 保 障 す る こ と が で き る も の で あ る 。 さ ら に
、 溝 ３ ９ ａ ～ ３ ９ ｅ の 幅 Ｗ が 吐 出 口 １ １ に 近 づ く に 従 っ て 次 第 に 広 く な っ て い る こ と と 、
溝 ３ ９ ａ ～ ３ ９ ｅ の 深 さ Ｄ が 吐 出 口 １ １ に 近 づ く に 従 っ て 次 第 に 深 く な っ て い る こ と と に
よ っ て 、 溝 ３ ９ ａ ～ ３ ９ ｅ の 空 間 容 積 を 漸 増 さ せ る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 吐 出 口 １
１ 側 の 圧 力 室 か ら 進 行 方 向 後 側 の 圧 力 室 に 向 か う 流 体 の 逆 流 速 度 を さ ら に 小 さ く 抑 え る こ
と が で き て 、 騒 音 及 び 圧 力 脈 動 の 低 減 効 果 を 高 め る こ と が で き る 。 因 み に 、 本 実 施 形 態 に
係 る ル ー ツ 式 ブ ロ ワ の 圧 力 脈 動 変 化 の デ ー タ を 溝 の 長 さ が 同 じ 場 合 の デ ー タ と 比 較 し て 図
５ に 示 す 。 図 ５ 中 、 ● 印 を 付 し て い る の が 本 実 施 形 態 で あ り 、 ▲ 印 を 付 し て い る の が 比 較
例 で あ り 、 本 実 施 形 態 の 方 が 比 較 例 に 比 べ て 圧 力 脈 動 が 低 減 し て い る こ と が 判 る 。 な お 、
こ の デ ー タ を 得 る に 当 た っ て は 、 口 径 １ ２ ５ mm、 出 力 ２ ２ kWの ブ ロ ワ を 使 用 し 、 吐 出 圧 力
は ６ ０ kPaに 設 定 し た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る ル ー ツ 式 流 体 機 械 は 、 ル ー ツ 式 ブ ロ ワ に 限 ら ず 、 ル ー ツ 式 真 空 ポ ン プ 等 、
他 の ル ー ツ 式 流 体 機 械 で あ っ て も よ い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 発 明 は 、 ル ー ツ 式 流 体 機 械 と し て 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 吐 出 口 を ケ ー シ ン グ 内 側 か ら 見 た 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 ル ー ツ 式 ブ ロ ワ の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ル ー ツ 式 ブ ロ ワ の 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ル ー ツ 式 ブ ロ ワ の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 ル ー ツ 式 ブ ロ ワ の 圧 力 脈 動 変 化 の デ ー タ で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
９ 　 　 　 　 　 　 　 吸 込 口
１ １ 　 　 　 　 　 　 吐 出 口
１ ３ 　 　 　 　 　 　 ケ ー シ ン グ
１ ５ 　 　 　 　 　 　 駆 動 ロ ー タ
１ ７ 　 　 　 　 　 　 従 動 ロ ー タ
１ ５ ａ ， １ ７ ａ 　 葉 片
３ ９ ａ ～ ３ ９ ｅ 　 溝
Ｄ 　 　 　 　 　 　 　 溝 の 深 さ
Ｌ １ ～ Ｌ ５ 　 　 　 溝 の 長 さ
Ｒ １ ～ Ｒ ４ 　 　 　 圧 力 室
Ｗ 　 　 　 　 　 　 　 溝 の 幅
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